
資料１ 

行動計画の内容・取組状況 

 

 

計画期間   平成 23年８月 1日～平成 28年７月 31日（5年・第３期目） 

 

目 標 

１．①育児休業等に関する法律や法人規定の内容の全職員への周知 

  ②計画期間中の男性職員１名以上の育児休業取得 

２．年次有給休暇の取得の促進の為の周知 

 

対 策 

１． ①育児休業等に関する規定等に関するパンフレットの作成及び配布 

②男性職員が育児休業を取得しやすくなる職場環境づくり 

２． ①年次有給休暇制度の周知 

②年次有給休暇の取得状況の分析 

③年次有給休暇取得について各施設長の関心を高めること 

 

取組状況 

１．①育児休業等に関する規定を整理したパンフレットを作成し、職員に掲示及び配布した。 

  ②育児休業等に関する法律や制度について社内 LAN により全職員に周知した。 

  ③育児休業等に関する規定を含む就業規則等をまとめた職員必携を作成し全職員に配布した。 

  ④上記①から③により、男性職員が育児休業を取得しやすくなる職場環境づくりに取り組んだ。 

 

２．①就業規則を全職員に配布し、年次有給休暇制度を周知した。 

  ②施設ごとに過去 3年間の年次有給休暇取得状況をまとめ、その結果を各施設長に一覧表にして 

フィードバックした。 

  ③年次有給休暇取得状況を施設長会で検討し、取得率が高い施設が取り組んでいる誕生月に年次有

給休暇を取得する「誕生日休暇」を法人全体で実施すること、年次有給休暇取得を促進すること

を施設長会で決定した。 

  ④「誕生日休暇」の法人全体での実施は平成 28年４月からであるが、今期の行動計画終了までに 

９９名が取得した。 

 

行動計画中の育児休業等の取得状況 

◎ 男性の育児休業の取得・・・・・３人 

◎ 女性の育児休業の取得・・・・・９７．３％（休業取得者／出産者） 

社会福祉法人あすなろ会 
所 在 地：鳥取市 

業 種：医療,福祉業 

労働者数：９９８人（平成 28年８月 30日現在） 
認定日 平成 28年 10 月 7日 

 
 
 
 
 
 



2024 年“くるみんプラス”認定企業のご紹介（鳥取労働局第１号） 

  
 

    所 在 地：鳥取市 

    業  種：医療・福祉業 

    労働者数：928 人（令和 6 年 8 月 22 日現在） 

 

左から順に 

社会福祉法人あすなろ会 理事長 濱﨑 淳子様 

鳥取労働局 平川局長 

 

                
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
     
 
                     
               
 
 

 

◆計画期間 

平成 23 年８月 1日～平成 28 年７月 31日 

（５年間） 

平成 28年 10 月 7 日 くるみん認定 

 

 

◆従前より不妊治療を休職事由として認めてい

たが、より利用しやすくするため令和６年７月

に「不妊治療休業」として新たに制度を規定。 

◆通院治療に利用できるよう、半日及び時間単位

で年次有給休暇の取得することができる制度

を整備。 

◆理事長より不妊治療と仕事との両立をサポー

トする制度を見直し、入職した職員が長く勤め

ることができる制度を周知し、誰でも気がねな

く使える職場づくりに取組むメッセージを発

信。 

◆両立支援サポートに関わる相談窓口を設置。 

◆制度の申出、取得を理由に不利益取り扱いを行

わないことやハラスメントを禁止する方針を

周知。 

◆両立支援窓口担当者を対象に仕事と不妊治療

の両立について研修を実施し、制度の理解を深

め各施設で周知ができるように取り組んだ。 

取組の状況 

くるみん認定 

認定日 令和６年９月５日 

☆☆認認定定企企業業かかららののメメッッセセーージジ  

〇当法人は、「縁あってあすなろ会に入ってく

れた職員にできるだけ長く勤めてもらいた

い」という思いから、働きやすい職場環境の

整備に力を入れています。子育て、介護、治

療など仕事との両立支援を必要とする職員は

さまざまですが、不妊治療を理由とした退職

の相談があったことを契機に、2015 年 4 月か

ら不妊治療を休職制度に規定して支援してき

ました。そしてこの度、令和 6 年 7 月にはす

べての職員が利用できる「不妊治療休業」と

して新たに規程を整備しました。今後も職員

のニーズを把握しながら、安心して長く働き

やすい職場づくりに努めてまいります。 

 

〇職員の感想：「働きながら治療を受けること

はなかなか大変だった。急に受診しないとい

けないこともあり負担が大きかった。そんな

時に、制度があると教えていただき、治療に

専念できとてもありがたかった。」 

 

◆不妊治療を受けながら安心して働き続けられ

る職場づくりに取り組む企業が、くるみん認定基

準を満たしたうえで仕事と不妊治療の両立に関

する取組に関する認定基準を満たした場合に認

定される。 

◆令和４年認定基準改正の経過措置として、令和

４年３月 31 日までにくるみん認定を受けた事業

主は、不妊治療と仕事との両立に係る認定基準を

満たしていれば、くるみんプラス認定を受けるこ

とができる。 

プラス認定について 

認定通知書交付式

写真を貼付（予定） 


